
 

報道関係各位                                      2022年 10月 14日（金） 

＜プレスリリース＞                              W society実行委員会 

 

 10月 25日(火)～27 日(木)は女性のカラダの今を知り、学びを深める egg week  

 

～女性が輝くまちを目指す名古屋市とともに市内企業の女性活躍推進を応援～ 

 

 

 

 

 

W society 実行委員会は、女性のカラダの今を知り、学びを深める「egg week」[期間：10 月 25日(火)～27

日(木)]に合わせて、女性を取り巻く「心身的課題」と「社会的課題」の現状を明らかにするため、女性自身の

体調への向き合い方や産婦人科/婦人科への受診意向などをテーマに、1,500 名の女性（18 歳から 44 歳）を対

象に調査を実施しました。本調査は、依然としてジェンダーギャップ指数が改善しない日本社会において、女

性を取り巻く「心身的課題」と「社会的課題」の現状を把握する目的で、W societyが毎年この時期に実施し、

啓発活動の一環として発表しています。 

4 月の不妊治療の保険適用開始や、子宮頸がん予防ワクチンの接種勧奨再開、さらに男性の育児休業に関す

る法改正などの社会背景の変化が多い 2022年。調査結果からは、そんな社会背景の中で、前向きな変化が見ら

れる部分もありましたが、カラダの不調との付き合い方については、依然として多くの女性が我慢をしている

状況も浮き彫りとなりました。何かしらの不調を抱える女性は全体の 8 割以上にのぼり、さらに婦人科系の不

調を抱える人はうち半数以上。にもかかわらず、クリニック受診に対する心理的・金銭的ハードルは依然と高

いことが明らかに。一方で、出産後も仕事に復帰したいと考える女性は昨年よりも 5%近く増加。着実に、女性

が思い描くライフプランに変化が表れているともいえる結果となりました。      

18歳から 44歳までの 1500名の女性に聞いた 

「女性を取り巻く心身及び社会課題に関する実態調査 2022」を実施 

======================================================================================================================================- 

☑不調を感じている女性は全体の 85%超、一方で、5人に 1人は不調に対して「対処していない」 

☑妊娠経験のない女性のなかで、産婦人科/婦人科に一度も受診したことのない人が 44.7%  

☑妊娠を望む働く女性のうち、産後も仕事復帰したいと考える女性は 88.7%と、子育てをしながら 

仕事を続けるライフプランを描く人が、昨年よりも 5ポイント近く UP 
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W society では、本調査の結果を受け、まずは自分自身について「知る」ことをはじめの一歩とし、“すべて

の女性が、納得して充実したライフスタイルを築ける社会”を目指して、２年目の活動を推進してまいります。 

 

【結果サマリー】 

テーマ①【自身の体調とその向き合い方について】 

不調を感じている女性は全体の 85%超。さらに婦人科系の不調についてはその中の半数近く。にもかかわら

ず、対処方法は「市販の薬・漢方・サプリメント」「生活習慣の工夫」など自己対処が多く、さらに 5人に 1

人は「対処はしていない」という結果に。 

☑85%以上の女性が何かしらの不調を感じており、その中でも、婦人科系の不調を抱えている女性は 48.6%に

のぼる。婦人科系の不調としては「生理痛（30.6％）」、「PMS （月経前症候群）（25.6％）」など、生理

に関する不調が上位に並ぶものの、「不調に対して対処していない」人は 20.6%と、不調を我慢する傾向も

見受けられる。 

☑さらに、婦人科系の不調に対する対処方法としては「市販の薬・漢方・サプリメントを使う（36.9%）」「生

活習慣を工夫する（食事・生活リズム・睡眠・入浴・照明の改善・工夫、休息）（33.1％）」「自分でマッ

サージを行う・運動を行う（28.0%）」「自分で記録をとる（20.4%）」が上位を占め、産婦人科/ 婦人科に

受診せずに自己対処をしている人が多いということが明らかになった。 

 

テーマ②【産婦人科/婦人科への受診と婦人科系検査について】 

妊娠経験のない女性のなかで、産婦人科/婦人科へ一度も受診したことのない方は 44.7%。 受診していない理

由の多くは、昨年同様「お金がかかる」「それほどの体調の不具合/問題とは思っていない」「内診が嫌」な

ど。一方で、「受診したい（してみたい）」女性は全体の 77.4％。受診意欲はあるものの、心理的金銭的ハー

ドルが依然と高いことが見受けられる。 

☑定期的に受診している女性は全体の 25.6%。一方で妊娠経験のない女性の中で、「これまで受診したことが

ない人」は 44.7%と、全体の半数近くに及ぶ。 

☑定期的に受診しない理由は「お金がかかる（31.9%）」「それほど体調の不具合／問題とは思っていない

（29.9%）」「面倒（20.2%）」「内診が嫌（18.7%）」と、昨年と大きく変わらない。一方で、産婦人科/ 婦

人科を受診したい（してみたい）女性は 77.4%。 

☑産婦人科／婦人科を受診したことのある女性（998人）のうち、健康診断以外でこれまで受けたことのある

婦人科系の検査は「子宮頚がん検査（細胞診）（35.5%）」「子宮頚がん検査（HPV DNA 検査）(16.9％)」

と、昨今子宮頸がんの対策ニーズが高まっている傾向にあるといえる。 
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テーマ③【妊娠と仕事について】 

妊娠を望む女性は全体の 40.9%で、働く女性のうち 88.7%が「仕事に復帰したい」と回答。子育てをしながら

働くイメージを持つ女性が昨年よりも増加傾向に。 

☑妊娠を望む女性（「機会があれば妊娠したい」「絶対に妊娠したい」と答えた層）は、全体の 40.9％、「自

身が妊娠できると思う年齢」の平均値は、37.3歳と、昨年同様高齢出産と言われる 35歳を上回る結果に。 

※「日本産科婦人科学会」では、35 歳以上の初産を高齢出産と定義  

☑働く女性に着目すると、妊娠を望む女性のうち、出産後も「仕事に復帰したい」人は 88.7%と、昨年の

84.1%よりも 5ポイント近く高く、ここ 1年で、子どもを育てながら働く理想を持つ女性が増えたことが伺

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【医師の視点から】 

 

テーマ①【自身の体調とその向き合い方について】 

婦人科系の不調に対して、クリニックを受診せず自己対処している女性が多くみられます。全く対処してい

ない人も 5分の 1程度いることに産婦人科医として危機感を感じます。大切なひとのため、そして自分のた

めに、少しでも不調を感じたら、忙しくても専門医の診察をうけるようにしていただけたらと思います。 

 

テーマ②【産婦人科/婦人科への受診と婦人科系検査について】  

人によって描くライフプランはさまざまです。早い段階で自分の体を知り後悔のない選択をするためのお手

伝いができたらと思っています。女性のからだに関することで先送りにしてよいことは何もありません。

AMH 検査やその他婦人科系の検査は、自分のからだを知る第一歩です。今日が人生で一番若い日です。未

病改善や人生の選択肢を広げるために検査を受けることの重要性を知っていただけたらと思います。 

 

テーマ③【妊娠と仕事について】 

今はまだ妊娠を考えてない人・今はまだ結婚を考えていない人・今はまだパートナーがいない人も、年齢と

ともに、卵子の数が減り、その卵巣機能が衰えるのは医学的に変えられない現実ということは知っていただ

きたいです。仕事を大切にしながら、今後ご自分がどう生きていくのか、ぜひ、一緒に考えさせてくださ

い。 

 

W society メディカルパートナー 

丸田 英 

まるた ARTクリニック院長 
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【調査概要】 

調査元 W society実行委員会 

調査手法  インターネット調査  

調査対象者  日本在住の 18 歳～44歳の女性計 1,500 人  

※妊娠経験あり／なし、年代（18歳～19歳、以降 5歳刻みの 合計 12 区分）で均等割付

後、各セルの出現率に合わせてウェイトバッ ク集計を実施 

調査時期  2022 年 9月 

 

【備考】 

・本リリースに記載されているデータをご活用いただく場合は、以下クレジットをご記載ください。 

「女性を取り巻く心身及び社会課題に関する実態調査 2022」（W society実行委員会 調べ） 

・構成比は小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100 とはなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■女性活躍デザインプロジェクト「W society」とは 

「働くこと」「出産すること」「両立すること」…ライフプランの選択肢が広がり多様化している今、“ウーマ

ン・エンパワーメント”が指し示す答えとは、決して一つでは無いはず。「すべての女性が納得して充実したラ

イフスタイルを築ける社会」を目指して生まれた、女性の心身的課題（W=woman）×社会的課題（society）

の両面から女性ひとり一人の“Well-Living（よりよく生きることができる状態）”をデザインするプロジェクト

です。「知る」「学ぶ」「変える」の 3つを軸に各施策を展開し、企業横断・産官学連携の社会参画型プロジ

ェクトとして、課題解決に寄与する施策の社会実装および社会変革を推進しています。 

 

プロジェクト名： W society（カタカナ表記：ダブリュー ソサイエティ） 

参画企業：  ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 

豊田通商株式会社 

 ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス合同会社 

三井住友海上あいおい生命保険株式会社 

株式会社サニーサイドアップグループ 

特別協力：  一般社団法人 日本ウェルリビング推進機構  

株式会社グレイスグループ  

第 1 回 Femtech Tokyo（フェムテックトーキョー） 

後援：   一般社団法人 日本経済団体連合会 

公式ホームページ： ＃私を知ろうプロジェクト名古屋 (https://mycheckup.jp/nagoya) W society (https://wsociety.jp） 

公式 SNS ：       Instagram（＠wsociety_official）YouTube（@Wsociety_japan） 

   Twitter（@wsociety_japan）Facebook（@wsociety.official）    ※2022 年 10 月現在 
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テーマ①【自身の体調とその向き合い方について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Q2.あなたの普段の体調はいかがですか？（単一回答、n=1,500） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果サマリー】 

☑85%以上の女性が、何かしらの不調を感じている。さらに、不調を感じている人の中で、何かしらの婦

人科系の不調を抱えている人は 56.6%。 

 

☑婦人科系の不調の中で、最も多いのが「生理痛（30.6％）」、ついで「PMS （月経前症候群）

（25.6％）」と、生理にまつわる悩みを抱える女性が多い。 

 

☑不調を抱えているにもかかわらず、不調の症状について「対処はしていない」女性は全体の 20.6%にの

ぼる。 
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Q3.あなたが感じている症状・不調はありますか。あてはまるものをすべてお選びください。 

（複数回答可、n=1,500） 

 

1,500 人の女性が感じている症状・不調 TOP10 単位：％ 

1 精神的な不調（イライラ・憂鬱・気分の落ち込み・情緒不安定・涙が出る・希死念慮・集中力低下など） 34.1 

2 肌の不調（肌荒れ・しみ・吹き出物・ニキビ・ハリがないなど） 31.6 

3 眠気・睡眠障害（寝つきが悪い、眠りが浅い、過眠など） 30.7 

4 生理痛 30.6 

5 頭痛 28.4 

6 PMS （月経前症候群） 25.6 

7 白髪・髪のパサつきが気になる 25.2 

8 手足・身体の冷え ・冷え性 21.4 

9 腸の不調（便秘、残便感・下痢、軟便） 20.8 

10 むくみ 19.8 

 

Q4．前問で、婦人科系の症状・不調を選んだ方に伺います。 

先ほど選んだ症状について、あなたはどのように対処していますか。（複数回答可、n=729） 

 

婦人科系の症状・不調がある女性 729 人の、不調に対する対処法 単位：％ 

1 市販の薬・漢方・サプリメントを使う 36.9 

2 生活習慣を工夫する（食事・生活リズム・睡眠・入浴・照明の改善・工夫、休息など） 33.1 

3 自分でマッサージを行う・運動を行う 28.0 

4 自分で記録をとる 20.4 

5 市販の商品を使う 20.2 

6 症状が気になるとき（不定期）に産婦人科/ 婦人科を受診する 16.5 

7 産婦人科/ 婦人科に定期的に受診している 11.6 

8 ピルを服用する 8.0 

9 民間の専門店で施術を受ける（マッサージ店、リラクゼーションサロンなど） 6.8 

10 その他 0.3 

11 対処はしていない 20.6 
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テーマ②【産婦人科/婦人科への受診と検査について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q8．あなたは健康診断や検査を受けていますか。（複数回答、n=1,500）  

あなたは健康診断や検査を受けていますか 単位：％ 

1 会社が行っている健康診断/ 検査を受けている 38.3 

2 自治体が行っている健康診断/ 検査を受けている 14.9 

3 会社/ 自治体以外で健康診断/ 検査を受けている 12.4 

4 受けていない 38.7 

 

Q10．あなたは産婦人科/婦人科を受診したことがありますか。（単一回答、n=1,500）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果サマリー】 

☑定期的に受診している女性は全体の 21.1%。一方で妊娠経験のない女性の中で、「これまで受診したこと

がない人」は 47.4%と、全体の半数近くに及ぶ。 

 

☑産婦人科／婦人科へ受診したことのある女性（914人）のうち、健康診断以外でこれまで受けたことのあ

る婦人科系の検査は「子宮頚がん検査（細胞診）（34.4%）」ついで「子宮頚がん検査（HPV DNA 検査）

(16.9％)」と、子宮頸がんへの関心が高い傾向にある。 

 

☑定期的に受診しない理由は「お金がかかる（31.9%）」「それほど体調の不具合／問題とは思っていない

（29.9%）」「面倒（20.2%）」「内診が嫌（18.7%）」と、昨年と大きく変わらない。一方で、産婦人科/ 

婦人科を受診したい（してみたい）女性は 77.4%。 



 

 8 / 13 

 

Q11-2．普段、産婦人科／婦人科に定期的に受診している方に伺います。最もあてはまる目的は何ですか。 

（単一回答、n=383） 

普段、産婦人科／婦人科に定期的に受診している女性の「受診している目的」 単位：％ 

1 定期的健診 26.7 

2 ピル処方 19.4 

3 月経不順・月経の異常 15.9 

4 妊娠 10.2 

5 子宮の異常 8.7 

6 PMS/PMDD 5.6 

7 おりものの異常 3.3 

8 不妊治療 2.5 

9 更年期障害 1.2 

10 乳房の異常 1.1 

11 外陰部の異常（かゆみ・痛みなど） 1.0 

12 性感染症 0.5 

13 その他 4.0 

 

Q12．産婦人科／婦人科に受診したことがある方に伺います。以下の婦人科検査のうち、 

健康診断以外でこれまで受けたことがあるものをすべてお選びください。（複数回答可、n=998） 

産婦人科／婦人科に受診したことのある女性 998 人の 

「健康診断以外でこれまで受けたことがある婦人科検査」 
単位：％ 

1 子宮頚がん検査（細胞診） 35.5  

2 子宮頚がん検査（HPV DNA 検査） 16.9  

3 マンモグラフィー検査 16.1  

4 性感染症検査（HIV 、クラミジア淋病など） 15.6  

5 乳房超音波検査 13.5  

6 貧血検査（血球検査） 12.8  

7 経腟超音波検査 10.0  

8 子宮内膜症検査 9.5  

9 風疹抗体検査 8.2  

10 骨密度検査 5.8  

11 女性ホルモン分泌検査 5.6  

12 卵巣機能検査 4.4  

13 甲状腺超音波検査 4.3  

14 AMH 検査 3.1  

15 女性向け腫瘍マーカー検査 2.5  

16 特になし 34.1  
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Q13．前問で産婦人科／婦人科へ定期的に受診していないとお答えした方へ伺います。 

産婦人科／婦人科を定期的に受診していないのはなぜですか。（複数回答可、n=1,117） 

 

産婦人科／婦人科へ定期的に受診していない女性 1,117 人の 

「定期的に受診していない理由」TOP10 
単位：％ 

1 お金がかかる 31.9 

2 それほど体調の不具合／問題とは思っていない 29.9 

3 面倒 20.2 

4 内診が嫌 18.7 

5 通院する時間がない 13.9 

6 恥ずかしい 13.6 

7 なんとなく 13.5 

8 何て相談すればよいか分からない 11.8 

9 自分は大した病気ではないと思っている 11.3 

10 病院の敷居が高い 10.7 

 

Q15．あなたは、今後（も）産婦人科/ 婦人科を受診したい（してみたい）ですか。（単一回答、n=1,500） 
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テーマ③【妊娠と仕事について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q17．あなたご自身は今後将来的に妊娠したいと思いますか。（単一回答、n=1,500） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果サマリー】 

☑妊娠をのぞむ女性（「機会があれば妊娠したい」「絶対に妊娠したい」と答えた層）は、全体の 40.9％

で、昨年と同水準。「自身が妊娠できると思う年齢」の平均値は、37.3歳で、昨年と同様、高齢出産と言

われる 35歳を上回る結果に。※「日本産科婦人科学会」では、35歳以上の初産を高齢出産と定義 

  

☑妊娠をのぞむ女性のうち 79％は、妊娠に対して何らかの不安がある。 

 

☑有職で妊娠をのぞむ女性のうちに仮に妊娠したとして、仕事復帰したい女性は 88.7%と、昨年の 84.1%よ

りも 5ポイント近く高い。 

 

☑勤務先の福利厚生制度で「産前産後休暇・育児休暇」「健康診断・人間ドック補助」「家族の看護・介護

休暇」が充実している勤務先は多いが、生理や不妊治療などウィメンズヘルスケアに関する制度はまだまだ

導入の余地があるといえる。 
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Q18．あなたご自身は何歳まで妊娠できると思いますか。（数値入力、n=1,446） 

 

1,446 人の女性が考える「自分が妊娠できると思う年齢」 

年代 18-19 歳 20-24 歳 25-29 歳 30-34 歳 35-39 歳 40-44 歳 全年代 

n数（人） 92 239 238 261 297 320 1,446 

平均値（歳） 31.2 32.7 34.8 36.9 39.6 42.6 37.3 

 

Q19．「絶対に妊娠したい」と答えなかった方に伺います。 

「絶対に妊娠したい」と思わないのはなぜですか。（複数回答可、n=1,294） 

 

「絶対に妊娠したい」と回答しなかった 1,294 人の女性の「絶対に妊娠したい」と思わない理由 単位：％ 

1 子供を育てていく金銭面が不安だから 43.5 

2 （これ以上）子供が欲しくない 33.3 

3 現在パートナーがいないから 29.2 

4 自分には仕事と育児の両立が難しそうだから 25.6 

5 自分自身の体調の不安があるから 23.2 

6 現在の職場では妊娠・育児のための環境・制度が整っていないから 7.4 

7 夫・パートナーが妊娠・育児に協力的ではないから 5.2 

8 夫・パートナーの体調の問題（男性不妊など） 2.8 

9 その他 5.5 

 

Q20.「機会があれば妊娠したい」「絶対に妊娠したい」とお答えになった方へ伺います。 

実際にあなたの体調を考えた時に、妊娠に不安はありますか。（単一回答、n=613） 
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Q22．現在有職で、「機会があれば妊娠したい」「絶対に妊娠したい」とお答えになった方へ伺います。 

仮に妊娠したとした場合、現在の職場に復帰したいですか。（単一回答、n=400） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q30. 現在有職の方に伺います。あなたの勤務先には、以下のような福利厚生等何らかの制度はありますか。

（複数回答可、n=903） 

働く女性 903 人の勤務先にある「福利厚生制度等の制度」 単位：％ 

1 産前産後休暇・育児休暇 46.4 

2 健康診断・人間ドック補助 45.0 

3 家族の看護・介護休暇 31.7 

4 生理休暇 25.1 

5 不妊治療・妊活休暇 5.9 

6 不妊治療の費用補助 3.2 

7 ピルの費用補助 2.9 

8 AMH 検査に関する福利厚生等何らかの制度 2.8 

9 更年期関連のサポート 2.6 
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Q32. あなたはこれまでに、プライベートと仕事の両立に悩んだことがありますか。（単一回答、n=1500） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q33 ．具体的に悩んだのはどのようなことですか。（複数回答可、n=888） 

 

プライベートと仕事の両立に悩んだことがある女性 888人の「具体的な悩み」 単位：％ 

1 健康的な生活と仕事の両立（食生活・睡眠時間の確保など） 60.0 

2 結婚・出産と仕事の両立（ライフステージの変化） 49.9 

3 趣味と仕事の両立（自分の時間確保など） 45.4 

4 その他 1.5 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞   

W society 実行委員会（株式会社グッドアンドカンパニー内） 

広報担当：井口（090-9152-6279）、中野（090-9952-9796） 

Email：ws@goodandco.jp 


